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１
１

昭
和
六
年
十
一
月
廿
二
日
（
日
曜
）
午
後
一
時
よ
り
九
大
館
二
畢
生
集

含
所
椣
上
に
於
て
開
催
。
長
沼
教
授
開
會
の
餅
を
述
べ
ら
れ
細
い
て
左
記

の
如
き
誰
淡
に
移
っ
た
。

一
、
．
近
仙
史
學
史
上
に
澱
け
る
新
井
白
井
の
地
位
竹
岡
敢
捜

一
、
近
仙
に
於
け
る
史
皐
の
勃
興
二
、
白
石
研
究
の
必
要
三
、

白
石
の
歴
史
観
及
び
雁
史
家
と
し
て
の
一
て
の
業
紙
四
、
近
仙
史
學

史
上
に
於
け
る
白
石
の
地
位
五
、
近
世
史
學
勃
興
の
思
想
史
的
意

義

等
に
閲
し
、
、
約
一
時
間
に
亘
っ
て
述
べ
ら
れ
る
腱
あ
っ
た
。
詳
細
は
追
っ

て
本
誌
に
發
表
さ
れ
系
筈
で
あ
る
が
故
に
こ
れ
を
行
略
す
る
。

一
、
歴
史
新
峡
の
根
本
問
題
鹿
子
木
致
綬

一
、
繩
聡
内
容
に
於
け
る
人
間
の
命
の
出
來
郡
（
有
り
雌
き
も
の
典
武

現
）
二
、
歴
史
の
仙
界
と
史
観
三
、
歴
史
の
世
界
柵
成
の
源
泉
と
し

て
の
粘
祁
共
分
折
（
八
つ
の
こ
上
ろ
ざ
し
）
四
、
歴
史
の
椛
成
と
そ
の

要
素
、
五
、
日
歴
央
の
諸
階
段

竿
に
捗
っ
て
、
約
一
時
間
明
快
に
詳
論
細
述
さ
れ
、
歴
史
の
源
泉
は
心
な

る
が
故
に
其
の
本
宜
勉
掴
む
に
は
、
、
｝
の
心
に
立
脚
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
結
ば
れ
た
。

九
大
史
學
金
繩
和
吟
第
二
同
例
會

難

’報

彙
報
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雨
敢
授
と
も
御
多
用
中
に
拘
ら
ず
本
含
の
爲
に
快
く
演
講
を
御
賜
っ
た

こ
と
に
對
し
、
長
沼
敏
授
よ
り
感
謝
の
僻
か
述
べ
ら
れ
、
休
憩
竹
時
、
晩

餐
に
移
り
、
左
記
の
順
に
研
究
發
表
若
し
く
は
自
稲
漫
談
が
あ
っ
て
八
時

頃
散
含
。
一
、
風
士
記
抄
に
云
紫
軍
と
仲
根
海
岸
の
武
良
吉
川
義
輔
氏

一
、
雲
崗
の
滴
職
に
就
い
て
竹
岡
勝
也
氏

一
、
支
那
の
火
宅
楢
に
就
い
て
求
松
俊
章
氏
・

一
、
仲
多
湫
要
鋒
に
就
い
て
伊
奈
述
汰
氏

受
贈
雑
誌
屈
和
七
年
一
月
以
降
）

龍
谷
史
鞭
（
九
）
施
谷
大
躍
史
畢
研
究
室

史
苑
（
七
ノ
ー
三
）
立
教
大
畢
典
畢
會

史
潮
（
ニ
ノ
ゥ
大
塚
史
畢
含

閥
史
酷
（
一
○
一
己
、
図
解
院
大
畢
剛
史
雄
含

上
代
文
化
（
七
）
岡
雁
院
大
皐
上
代
文
化
研
究
含

背
丘
躍
叢
（
六
）
．
帝
丘
畢
會

東
洋
女
化
（
九
二
）
東
洋
文
化
學
含

九
大
剛
丈
畢
ｅ
一
）
九
大
間
丈
際
研
究
會

筑
紫
史
淡
（
五
凶
、
五
五
）
筑
紫
史
談
含

元
潅
史
五
の
梗
概
武
谷
水
城

一
甲
一
一
一
一
一

１
１
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其
他

中
世
哲
畢
史

東
洋
史

宋
元
吟
代
史
（
二
）

演
智
、
二
十
二
屯
割
記
研
究
（
二
）

・
西
洋
史

中
古
史
講
義
（
二
）

長
敢
捜

捧
識
霊
溌
灘
響
二
〉
＊
村
跡
蕊
魑

西
洋
史
諦
談
（
ご

同

胃
．
静
・
蕊
’
わ
。
ざ
回
８
９
吾
曽
ｇ
喜
宕
今
二
』
輿
。
郡
。

西
洋
史
油
習
（
二
）

同

幸

の
．
ぐ
○
口
国
営
言
Ｉ
己
呂
誌
。
胃
の
①
制
覧
。
貢
§
ご
凰
言
畠
．

弓
の
三
宮
〕
⑦
易
曾
邑
ざ
己
酋
冒
冒
冒
呂
．
（
国
菖
詩
＆

難
報

昭
和
七
年
度
第
一
畢
期

九
州
帝
幽
大
學
法
文
皐
部

図
史

特
誹
、
室
町
時
代
世
利
（
一
つ
畔
間

岡
史
淡
習
（
二
）

近
泄
日
本
思
想
史
Ｑ
つ

流
習
や
世
阿
彌
（
二
）

（
一
一
）

史
學
關
係
講
義
題
目

重
松
教
捜

同鹿
子
木
教
捜

同竹同長

岡 沼

敢 教

捜 濯

九
州
帝
岡
大
學
法
文
學
部
創
以
屋
矛
式
↑
割
一
計
３
堤
に

国
史
串
専
攻

藤
原
時
代
に
於
け
る
淨
土
信
仰
青
木
義
憲

西
都
條
坊
考
鏡
山
猛

芭
燕
と
老
莊
思
想
佐
藤
忠
男

古
事
記
序
文
の
一
研
究
都
築
戟
助

群
難
妊
詐
詮
潅
史
學
科
澁
蕊
論
文
題
目

一
二
四

両
洋
近
世
軒
畢
史
（
二
）
中
島
救
捜

、
庇
哲
學
史
概
論
（
則
）
干
潟
敏
授

印
庇
蕊
術
に
表
ば
れ
た
》
〔
．
佛
陀
観
の
開
展
（
二
）
同

周
易
誹
義
（
四
）
柿
本
教
授

キ
リ
ス
・
Ｐ
敏
の
起
源
（
四
）
佐
野
教
授

教
育
史
概
説
（
四
）
松
欝
教
授

言
語
學
概
論
（
二
）
吉
町
誹
師

剛
語
學
概
論
（
二
）
赤
日
教
授

説
葉
集
誰
訓
（
二
）
同

近
批
の
小
説
（
閥
丈
學
誰
義
×
二
）
小
島
助
敦
授

軍
炳
麟
の
學
説
（
四
）
山
内
講
師

英
語
史
概
説
（
二
）
中
山
助
教
張

佛
丈
畢
史
概
説
（
十
八
祉
紀
）
（
六
）
成
瀬
敢
授

十
七
泄
紀
佛
丈
皐
史
（
二
）
．
須
川
助
敢
授

佛
文
學
史
概
説
（
二
）
同

日
本
法
制
史
（
四
）
金
田
助
教
授

外
交
史
（
二
）
西
山
教
捜

史
（
二
）
西
山
教
捜

羽
４
１
１
日



諸
蕃
姓
氏
考
山
本
嘉
藏

日
本
古
代
九
州
文
化
束
誕
論
山
本
博

西
洋
史
學
専
攻

サ
モ
ア
事
件
以
後
に
於
け
る
亜
米
利
加
今
衆
國
の
帝
國
主
義
的
發
展

大
田
等

愛
剛
に
於
け
る
ジ
ン
フ
エ
ン
蕪
の
興
味
前
史
清
水
知
人

東
洋
史
畢
専
攻

赤
秋
盟
誓
考
井
上
健
三

章
學
誠
の
史
學
に
就
い
て
井
邊
腸
夫

史
記
貴
硫
傳
に
現
は
れ
た
る
漢
代
含
泄
の
一
考
祭
山
本
亜
八

閲
史
例
會

第
十
三
回
例
酋
（
昭
和
六
年
十
二
月
十
二
日
）

一
、
熱
田
跡
宵
寛
卒
縁
起
榊
原
末
一
君

一
、
土
屋
文
祥
と
二
見
文
書
と
の
比
較
足
立
浩
君

第
十
四
回
例
宙
（
昭
和
七
年
一
月
三
十
日
）

一
、
元
亭
稗
神
研
究
伊
藤
弘
君

一
、
金
光
明
四
天
王
護
剛
の
寺
に
就
い
て
西
島
寛
君

第
十
五
回
例
會

此
の
日
は
特
に
卒
業
論
文
感
想
哉
表
倉
と
名
付
け
て
、
本
年
庇
卒
業
の

背
木
、
鈍
山
、
都
築
、
山
本
孫
、
山
本
陣
の
諭
君
か
ら
感
想
又
ば
論
文
の

梗
概
か
話
さ
れ
た
。
題
目
に
就
い
て
は
「
昭
和
七
年
庇
史
染
料
卒
業
論
文

題
目
」
を
御
参
照
あ
り
度
い
。
尚
ほ
本
年
庇
卒
業
生
送
別
合
は
二
〃
十
日

午
府
六
時
か
ら
長
沼
、
竹
岡
雨
先
生
の
御
川
旅
を
仰
い
で
新
三
洲
で
開
催

柔
報

本
年
度
は
、
錐
三
、
二
學
年
は
合
併
で
愚
特
抄
、
節
一
學
年
は
古
語
拾

遺
と
決
定
、
既
に
数
回
耐
催
し
た
が
、
、
｝
の
方
け
回
抵
が
多
い
か
ら
開
催

の
日
時
街
の
模
識
等
の
記
事
は
割
愛
す
る
（
山
本
）

し
た
Ｏ
第
十
六
同
例
童
（
昭
和
七
年
五
月
四
日
）

〈
『
同
ぱ
新
入
雌
欺
迎
會
と
し
て
開
く
。
自
己
紹
介
の
後
、
左
記
の
發
表

が
あ
り
、
晩
餐
韮
共
に
し
て
、
六
時
頃
散
會
。

一
、
日
野
有
範
の
系
圃
に
就
い
て
波
多
信
迩
君

（
足
立
、
西
島
、
山
本
）

西
洋
史
研
究
會

昭
和
六
年
九
月
廿
三
日
研
究
倉

欧
州
大
戦
勃
發
の
主
閃
に
就
い
て
大
村
助
教
授

北
乖
回
軟
に
就
い
て
益
田
健
次

英
國
自
由
煎
考
長
教
授

昭
和
六
年
十
月
一
日
研
究
宙

閉
門
．
閉
門
ｑ
彦
口
①
、
鴬
。
｝
】
萬
三
）
閏
．
盲
目
己
．
ａ
噌
貴
の
》
弓
巳
言
詫
電
、
国
．

ヨ
＆
罵
邑
中
昌
昌
男
｝
〕
．
，
の
己
哩
．
詞
色
己
旦
己
告
蒻
胃
①
今
｝
冒
二
帯
口

（
ぐ
】
胃
苛
誓
言
雷
写
罵
冨
『
弓
ｃ
匡
弄
ロ
．
の
＄
⑦
罫
。
亘
⑦
．

ご
噌
昌
の
津
こ
の
詔
介
小
林
乗
三
郎

員
旨
亭
二
さ
昌
普
員
①
昂
函
弓
牙
①
ぐ
⑦
崖
凰
言
用
一
戸
弄
昌
‐
の
耗
介

ｑ

湯
池
稚
定

國
史
學
生
讃
書
會

一

二

五

1
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報

己
『
、
○
．
旨
昌
冒
○
ｍ
君
員
膜
具
冒
嚥
○
喝
衿
目
⑦
目
⑦
菖
昌
竺
胃
ざ
昌

○

園
男
営
曼
》
ぐ
』
．
閨
．
冒
埼
．
］
・
星
○
．
ど
の
細
介

上
野
幸
一
期

昭
和
六
年
十
一
月
研
究
會

蜀
．
員
畠
興
昌
即
浸
冒
岳
ご
再
望
亀
菩
○
国
碆
哩
房
〕
桿
弓
８
三
①
」
⑭
い
つ
１
１

勗
崖
の
紹
介
岡
野
平
吉

昭
和
七
年
一
月
廿
一
白
研
究
酋

国
目
］
⑦
叩
自
白
詩
皇
》
畠
吊
噌
の
農
】
）
ｇ
舌
扇
瞬
口
邑
曽
⑦
園
騨
頤
邑
鱒
鹿

閃
園
ラ
ミ
こ
の
耗
介
湯
池
惟
定

国
自
畠
里
さ
ｏ
ｇ
８
エ
ン
国
璽
．
亀
国
膳
写
易
菖
ｌ
ｇ
Ｓ

Ｒ

（
園
．
畠
．
園
．
ｚ
○
．
○
Ｆ
開
瞬
く
旨
自
己
．
ご
ｇ
）

の
細
介
満
水
知
人

、
苛
当
巳
声
口
夛
ご
●
こ
め
｝
戸
叩
岸
］
戸
の
］
）
罵
一
ｇ
ぽ
い
］
再
つ
喚
巨
宮
、
○
局
一
］
ｇ
胃
一
の
鳧
○
吋
ロ
〕

』
９
９
房
餡
の
紹
介
岡
野
平
吉

・
・
昭
和
七
年
二
月
四
日
醗
究
酋

国
旨
吋
ｇ
砿
ｂ
Ｅ
．
宅
巨
園
の
缶
嘱
鴨
目
白
①
シ
茸
①
具
三
⑦
己
８
口
野
同
ど
⑦
君
Ｏ

Ｇ

ご
屍
の
細
介
大
村
助
．
敏
捜

卒
業
論
文
發
表
（
愛
陶
に
於
け
る
醜
冒
邑
言
巨
黛
興
味
前
史
）

渚
水
知
人

昭
和
七
年
二
月
十
八
日
研
究
會

■

園
の
息
Ｃ
Ｏ
宮
⑦
富
晋
胃
①
二
胃
（
ざ
冒
昌
ぐ
］
⑦
言
房
営
】
ｃ
の
紹
介
長
敦
授

英
露
協
商
に
於
け
る
吾
ｐ
野
三
畠
‐
国
８
大
村
助
敦
授

胃
騨
臣
冒
ぐ
胃
○
》
Ｆ
さ
。
⑦
冒
冒
の
ｇ
旨
月
ず
目
ｏ
ｍ
８
言
輔
ｃ
（
届
送
Ｉ

一
一
一
一
へ

届
巴
）
（
国
⑲
ぐ
口
①
冒
胃
ご
目
鼻
冒
戸
．
行
昌
営
冒
胃
⑦
ろ
際
三
・
ご
望
〕
の
・

紹
介
讃
井
蛾
男

卒
業
論
文
發
表
ら
鴎
目
Ｂ
事
件
以
後
に
齢
け
る
亜
米
利
加
合
衆
固
の

帝
叫
主
義
的
發
雌
）
太
田
等

国
風
具
・
Ｃ
Ｅ
］
“
弓
角
鼠
唖
岳
。
｝
胃
ざ
ご
曾
】
笥
篁
目
白
畠
旨
哩
．
◎
脇
①
ロ

く
○
房
〃
署
。
。
言
冒
当
芦
勗
ろ
の
紹
介
弧
藤
章

国
。
宵
具
、
目
。
《
旨
の
嘗
冒
侭
。
『
厚
良
三
。
目
ご
旨
骨
Ｈ
号
一
誌
。
胃
“
｜

弓
菖
。
顕
○
喜
雫
。
．
．
小
林
桑
三
郎

西
洋
史
研
究
倉
記
録
第
四
號
昭
和
六
年
十
月
發
行

鴎
８
‐
・
旨
鼠
爵
日
⑦
と
二
州
問
題
長
敬
授

世
界
大
戦
の
勃
發
に
於
け
る
露
鯛
動
員
の
Ⅲ
題
（
二
）
大
村
助
敢
綬

佛
関
西
十
八
惟
紀
哲
畢
と
基
督
教
の
否
定
金
川
健
次

塊
國
内
獅
乙
族
の
失
勢
脱
因
粂
説
小
林
乗
三
郎

（
同
右
記
録
節
五
雛
は
近
盈
印
刷
配
布
の
溌
定
）
（
錠
田
）

九
大
支
那
學
研
究
會

昭
和
七
年
十
一
月
初
旬
午
后
三
時
簾
二
菰
習
室
に
て
例
仰
附
催
。
出
席

者
飛
松
、
柿
本
雨
数
授
山
内
誹
師
及
び
専
攻
の
學
士
、
畢
生
等
十
数
名
。

一
、
朱
子
の
思
想
に
現
れ
た
る
所
偏
然
と
に
就
い
て
、

Ｇ

楠
本
数
授

一
、
元
曲
研
究
上
の
材
料
紹
介
、
遠
藤
副
手

一
、
支
那
史
料
目
鋒
に
就
い
て
、
井
暹
房
夫

昭
和
七
年
五
月
廿
一
日
（
土
曜
日
）
午
屑
四
時
、
畢
生
渠
會
所
錐
三
號

室
に
て
懇
親
含
開
催
。
出
席
者
並
松
、
柿
本
雨
教
授
、
山
内
誹
師
、
そ
の

他
専
攻
の
學
士
、
畢
生
等
都
合
十
一
名
。
簡
単
な
が
ら
茶
菓
晩
舞
起
掘
り
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つ
上
倣
談
の
裡
に
一
夕
ぞ
過
し
九
時
半
散
愈
。

松
川
悲
師
の
來
誹

東
京
丈
理
科
大
曝
講
師
、
大
正
大
學
教
授
松
田
森
男
先
生
は
遠
路
遙

為
抑
出
張
あ
り
昭
和
七
年
一
〃
十
八
日
よ
り
二
月
八
日
ま
で
廿
日
川
、

熱
心
に
得
意
の
西
域
史
（
率
麺
評
嘩
）
韮
誰
ぜ
ら
れ
た
、
（
森
住
）

九
大
史
學
會
規
則

錐
一
條
本
會
ハ
九
大
史
學
愈
卜
稲
ス

第
二
條
本
會
ハ
史
皐
チ
研
究
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

鰯
三
條
本
衡
〈
史
學
一
一
蛎
志
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
會
員
ト
ス

會
員
ハ
徒
助
會
貝
及
ピ
通
常
念
員
ト
ス

第
四
條
本
含
ノ
事
務
左
ノ
如
シ

一
、
例
含
大
含

二
、
含
報
ノ
拶
行

三
、
史
學
研
究
一
一
必
要
ナ
ル
事
業

節
五
條
、
本
會
一
一
委
員
蒜
千
名
ヲ
牡
キ
委
員
合
チ
組
織
ス

第
六
條
、
次
期
委
員
ハ
毎
年
改
選
期
二
現
在
黍
貝
ノ
投
票
二
依
リ
テ
之

鱗節第
九
條
、
謎
助
禽
員
ハ
特
一
一
本
含
ノ
那
務
チ
助
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

猟
報

八七

條條
、 、

委
員
ノ
任
期
ハ
ー
ヶ
年
ト
ス

委
員
念
ハ
本
會
ノ
事
務
ヲ
議
決
ス

本
會
一
一
庶
務
係
、
含
計
係
若
干
名
ヲ
縦
キ
委
員
倉
ノ
決
議
】
一

ヨ
リ
本
含
ノ
事
務
ヲ
分
蝋
ス
唯
務
係
及
含
計
係
は
委
貝
中

ヲ
決
ス

ヨ
リ
之
チ
互
選
ス

節
十
條
、
本
含
一
一
人
含
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
本
含
鴬
貝
ノ
紹
介
チ
要
ス

餐
助
含
貝
《
委
員
含
之
チ
推
礁
ス

第
十
一
條
會
貝
ハ
住
所
錘
更
式
．
》
度
之
ソ
本
會
郡
務
所
二
通
知
ス
可
シ

退
會
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
父
同
シ

第
’
二
條
愈
員
〈
會
喪
ト
ジ
テ
年
額
一
皿
ヲ
確
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
三
條
合
致
滞
納
ノ
モ
ノ
又
ハ
本
含
委
員
合
一
一
澱
テ
不
郡
合
卜
認
メ

タ
ル
者
ハ
除
名
ス
ル
コ
ト
ァ
ル
ヘ
シ

錐
十
四
條
本
會
ノ
小
務
所
ヲ
九
州
帝
剛
大
學
法
女
邸
部
史
畢
研
究
室
内

二
縦
ク

節
十
五
條
本
規
則
ノ
愛
更
〈
委
貝
含
ノ
決
議
一
一
ヨ
ル
以
上

本
年
度
委
員

長
蒜
吉
、
飛
松
俊
寧
、
長
沼
畏
海
、
竹
岡
勝
也
、
大
村
作
次
郎
、
図
行

一
男
、
金
田
健
次
、
山
本
健
二
、
鏡
山
猛
・
森
休
利
血
、
伊
藤
弘
、
中

川
男
、
誘
井
蛾
夫
、
頭
藤
章
、
本
間
醇
。

一
一
一
’
一
】

’
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１
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１
１
‐
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